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論文の内容の要旨
　本研究は，全海洋生物生産の20－30％を占める極めて重要な生物群であるにもかかわらず，従来ほとん
ど研究されることがなかった海生珪藻αα肋鮒o∫属休眠胞子化石の分類体系と生層序を確立した研究であ
る。
　検討した時代は，中期始新世から現世までの約4，000万年聞であり，研究材料としては，北西太平洋八戸
沖のDSDP　Site438，436，北東太平洋カリフォルニアのNewpoれBeachセクション，北大西洋ノルウェー
沖のDSDPSite338および南アフリカ西岸沖のDSD声Site369Aおよび366など，全世界の試料を分析した。
　その結果，C肋肋6㈹∫属休眠胞子化石を，新属8属，新種69種を含む13形態属85種に分類することが
できた。また，それぞれの種の形態的特徴を詳しく記載し，その正確な産出年代範囲も明らかにした。さら
に，幾つかの種は，産出年代範囲が短く，生層序学の分解能の向上に寄与することを明らかにした。
　また，過去盗OOO万年前からの休眠胞子化石の多様性，産出頻度及び殻サイズの変化を概観した緒果，特
徴的な4つのイベント，すなわちイベントEO（始新世／漸新世境界），イベントOM（漸新世／中新世境界），
イベントLM（後期中新世），及びイベントLP（後期鮮新世）を見出した。始新世／漸新世境界で見つかっ
たイベントEOは，休眠胞子化石の属数・種数の爆発的増加と，頻度の急増，および殻サイズの半減化によっ
て特徴づけられる極めて大きなイベントである。また，イベントOM（漸新世／中新世境界）では，種数が
急激に倍以上に増加する。さらに，イベントLM（後期中新世），及びイベントLP（後期鮮新世）は，北太
平洋域で確認され，両者ともその産出頻度が急激に増加するという特徴を持つ。
　これらのイベントの原因については，未だ詳細は不明であり，今後の検討課題であるが，イベントEOは，
始新世／漸新世境界で起こった南極周回流の成立とそれに伴う南極氷床の始まりという古海洋イベントに関
係することは確かである。不安定な環境変動にもっともよく適応してる現生のαα8まoむ㈹∫属の生態的特性
から類推すると，この時期に起こった急激な寒冷化に伴う環境の不安定化がC肋物6㈹∫属休眠胞子の属数・
種数の爆発的増加・頻度の急増の原因かもしれない。また，イベントOMの休眠胞子化石種の多様性増加も，
中新世初期に起こった全世界的な寒冷化に関係している可能性が考えられる。
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審査の結果の要旨
　この研究は，海生珪藻αα肋o㈹8属休眠胞子化石の分類体系と生層序を構築した画期的な研究である。
本研究の第1の重要な意義は，現在の海洋生物生産の中で極めて重要な位置を占めているにもかかわらず，
これまでほとんど無視されてきたC肋肋6㈹∫属休眠胞子化石の研究に果敢にチャレンジし，その確固たる
分類体系と生層序を世界ではじめて確立したことである。詳しい形態観察と層序学的分析により休眠胞子の
分類体系を確立することに成功したことは，珪藻分類学の上で重要な意義を持つばかりでなく，C肋θ肋㈹∫
属が沿岸海洋生物生産の主体を担っていることから，古海洋学的にも極めて貴重な貢献であると言える。ま
た，いくつかのC肋肋鮒05属休眠胞子種が生層序学的にも有効である可能性を明らかにしたことは，珪藻
化石層序学の更なる発展においても意義のあることである。
　本研究の第2の意義は，こうした分類学的・層序学的研究に基づき，始新世／漸新世境界，漸新世／申新
世境界，後期申新世及び後期鮮新世に4つの顕著な休眠胞子化石イベントを発見したことである。とくに，
始新世／漸新世境界のイベントは，C肋肋鮒o∫属の進化の中でもっとも大きな事件である。すなわち，そ
れまでわずか数種しか生存していなかったC肋肋鮒o∫属が，ここを境に属数・種数および頻度が急激かつ
爆発的に増加し，この時期に，現在にまで続くC肋物鮒o∫属繁栄の基礎が確立したことがはじめて明らか
になった。この「C肋物6舳∫爆発」とも言えるこの事件は，南極周回流の成立に伴う急激な寒冷化イベン
トにおそらく起因するものであり，それまでの温室地球から氷室地球への転換点にあたるイベントである。
このような珪藻群集における極めて大きなイベントは，これまで全く報告されたことはなく，その意味で，
今回の発見は地球環境の変化とそれに伴う海洋生態系の進化を明らかにしてゆく上で，重要な貢献であると
高く評価できる。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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